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澱
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囲

木

田

和

北
海
道

に
お
け
る
高

速
道

路

と
道
路
造

園

幸

□

'

□

一
、
は

じ

め

に

昭
和
五
十
三
年
十

一
月

に
冬
仕

度
を
始

め
た
札

幌

を
後

に
し

て
三
年

三
ヵ
月

ぶ
り
で
東
京

に
戻
り

担
当
す
る
管
内

の
首
都
圏
近
郊
道
路

に

つ
い
て
造

園
工
事

の
現

場
を
見

た
と
き

、
ま
ず
感

じ
た

こ
と

は
、
植
栽

に
よ

る
表
現

が
、
豊

か
な

こ
と
で
あ

っ

た
。
そ
れ

は
、
北
海
道

で
は
利

用
す

る

こ
と
が
困

難

で
あ

る
常

緑
広
葉
樹
や
常
緑
高
木

の
多
様

な
種

類
が
使

用
さ
れ
て

い
る
た

め
に
、
空
間

を
占
め
る

緑

の
割

合
が
多

く
、
そ
れ
が
植
栽

の
効
果

を
よ
り

強
調
す

る
結

果
と
な

っ
て
い
る

こ
と

で
あ

る
。

す

な
わ

ち
、
冬
季

は
厳

し

い
気
象

条
件

と
な

る

北
海
道

に
お

い
て
も
、
よ
り
効
果
的
な
植
栽

は
で

き
な

い
も

の
か
と
常

々
考

え
て
き

た
が
、
十
分

な

保
護
管

理
が
行

え
な

い
高
速
道

路

の
植
栽

は
速

や

か
に
機
能
を
確
保
す

る

こ
と
は
、
容

易

で
な

か

っ

た
。
し

か
し
、
本
格
的
な
高
速
道
路

の
建

設
時
代

に
入
っ
た
北
海
道
で
は
、
早
期
に
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
く
、
そ
の
た
め
に
、
大
学

な
ど
の
研
究
機
関
や
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
委

員
会
な
ど
へ
委
託
し
て
調
査
、
研
究
を
行
い
、
問

題
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
三

年
か
ら
昨
年
の
十
月
ま
で
に
開
通
し
た
道
央
道
の

苫
小
牧
西
か
ら
札
幌
南
ま
で
の
区
間
に
お
い
て
、

実
験
的
な
植
栽
も
含
め
て
新
し
い
造
園
工
事
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
北
海
道

の
道
路
造
園
に
大
き
な
役
割
を
は
た
す
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
北
海
道
に
お
け
る
高
速

道
路
の
計
画
、
高
速
道
路
の
建
設
の
手
順
、
道
路

造
園
の
目
的
と
機
能
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
施
工
し

た
造
園
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
で

あ
る
。

ロ

ロ

ニ
、
北
海
道
に
お
け
る
高
速
道
路
の
計
画

ま
ず
北
海
道
の
高
速
道
路
に
つ
い
て
建
設
計
画

を
説
明
す
る
と
、
全
国
の
国
土
開
発
幹
線
自
動
車

道
路
網
と
し
て
、
総
延
長
七
、
六
〇
〇
㎞
の
建
設

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
北
海

道
で
は
函
館
か
ら
室
蘭
、
苫
小
牧
、
札
幌
、
旭
川

を
経
て
稚
内
に
至
る
延
長
六
四
三
㎞
の
北
海
道
縦

貫
自
動
車

(道
央
道
)
と
、
小
樽
か
ら
札
幌
、
夕

張
、
清
水
を
経
て
本
別
で
分
か
れ
て
北
見
、
及
び

釧
路
に
至
る
延
長
四

一
八
㎞
の
北
海
道
横
断
自
動

車
道

(横
断
道
)
の
二
路
線
、
合
せ
て
一
、
〇
六

一
㎞
が
建
設
の
予
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
高
速
道
路
の
建
設
の
目
的
は
、
国

土
の
普
遍
的
な
開
発
と
産
業
立
地
の
振
興
及
び
国

民
生
活
の
領
域
の
拡
大
を
は
か
る
と
と
も
に
、
新

し
い
都
市
、
農
村
の
建
設
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ

る
。ま

た
、
高
速
道
路
が
も
た
ら
す
直
接
的
な
効
果

と
し
て
は
、
走
行
費
の
節
約
、
輸
送
時
間
の
短
縮
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図1北 海道縦貫横断自動車道概要図

凡 例

■■■■■■■ 供 用 区 間

施 工 区 間

基本計画区間

予定路線区間

根室

稚内

繋
ρ北見

〃
廻1、ここ

釧 路

寄名

旭

囎.昏 釜監
苫小牧西 手歳夕張 清

濡講 欝 小牧東
黙 登別

'
,

磁

懸 室蘭
・こ＼

函館

な
ど
に
加
え
て
交
通
事
故
の
減
少
、
梱
包
費
の
節

減
な
ど
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
旅
客
及
び
貨
物
輸

送
の
大
半
を
道
路
輸
送
が
占
め
て
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ぽ
、
間
接
的
な
効
果
と
し
て
、
生
産
輸
送
計

画
、
及
び
流
通
機
構
の
合
理
化
、
資
源
価
値
の
上

昇
、
市
場
圏
の
拡
大
、
都
市
人
口
の
分
散
な
ど
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
国
民

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
広
大
な
土
地
と
資
源
を
有
し
、
発

展
の
可
能
性
を
秘
め
た
北
海
道
は
、
高
速
道
路
の

建
設
に
よ
っ
て
潜
在
的
発
展
力
を
有
効
に
発
揮
さ

せ
、
都
市
と
農
村
と
を
通
じ
て
均
衡
あ
る
発
展
と

道
民
の
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
大
き
く
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
北
海
道
に
お
け
る
高
速
道
路
の
現
況
に

ふ
れ
る
と
、
ま
ず
開
通
し
て
い
る
区
間
は
、
道
央

道
に
つ
い
て
は
千
歳
か
ら
北
広
島
間
の
二
十
三
・

三
㎞
が
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
の
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
た
め
に
暫
定
二
車
線
で
開
通
し
、
翌
年

四
車
線
に
拡
幅
さ
れ
、
北
海
道
で
初
め
て
の
高
速

道
路
が
誕
生
し
た
後
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
に
苫

小
牧
東
か
ら
千
歳
ま
で
の
十

一
・
六
㎞
が
南
伸
し

昭
和
五
十
四
年
の
十
月
に
は
北
広
島
か
ら
札
幌
南

間
の
五

・
○
㎞
が
北
伸
し
、
そ
し
て
今
年
の
十
月

に
苫
小
牧
西
か
ら
苫
小
牧
東
ま
で
の
十
七

・
六
㎞

が
開
通
し
た
の
で
、
そ
の
延
長
は
五
七

・
五
㎞
と

な
り
、

一
管
理
事
務
所
の
標
準
的
管
理
延
長
と
な
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っ
た

。

次

に
横

断
道

に

つ
い
て
は
、
小
樽

か
ら
札
幌

に

至

る
二
十

四

・
三
㎞
が
、
昭
和
四
十
六
年
十

二
月

に

一
般
有
料
道
路

と
し

て
二
車
線

で
開
通
し

た
が

そ

の
後

、
昭
和
四
十
九
年

九
月
に
四
車
線

に
拡
幅

さ
れ

る
と
同
時

に
、
高
速
道

路
と
し

て
取
扱
わ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
両
道

合
せ
る
と
、
北
海
道

の
高
速
道
路

の

供

用
延
長

は
八

一
・
八
㎞
と
な
り
、
高
速
道
路

と

し
て

の
機
能

効
果

の
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
虻
田

か
ら
登
別
ま

で
の
三
四
㎞

、
登
別

写一1道 央 自動車道(苫 小牧東一千歳 間)

12mの 中央分離 帯及び路側の環境滞 に既存林 を残 した

他 に例 のない美 しい高速道路

か
ら
苫

小
牧

ま

で
の
四
七

・
六
㎞
、
札

幌

か
ら
岩

見

沢
ま
で

の
四

二

・
一
㎞
、
及
び
岩
見

沢

か
ら
鷹

栖
ま
で

の
九
十

・
四

㎞
の
合
計

二

一
四

.
一
㎞

に

つ
い

て
は
建
設
大
臣

か
ら
施
行

命
令

を
受
け

て
、

さ
ら
に
延
伸
を

は
か
る
べ
く
現

在
、
調
査

ま
た

は

エ
事
を
実

施
中

で
あ

る
。

ロ

ロ

三
、
高
速
道
路

の
建

設
の
手
順

e

整
備
計

画
の
決

定
ま

で

高
速
道
路
が
計
画
決

定
さ
れ
る
ま
で

の
手
順

は

次

の
と

お
り

で
あ

り
、
北
海
道

に
お

い
て
は
、
北

海

道

開
発
局
が
道

及
び
市

町
村
と

協
議

の
う

え
、
具
体

的
な
作

業
を

実
施

し
て

い
る
。

　予
定

路

線
計基
画本←

評整、画衛←

(国
土
開
発
幹
線
自
動

車
道
建
設
法
第
三
条
)

↑

(国
土
開
発
幹
線
自
動

車
道
の
予
定
路
線

)

　

　

薩
難
鶉
錫

(国
土
開
発
幹
線
自
動

車
道
建
設
法
第
五
条
)

↑

(建
設
線
の
基
本
計
画
)

(難
難

)

　
く

し　　

　　　　

へ

国

土

開

発

幹

線

自

動

車

道

建

設

審

議

会

一

(難

鳩

車
国
道
法
)

↑

(整
備
計
画
)

(経
過
市
町
村
、
車
線
数
、
設
計
速

度
、
連
結
位
置
及
び
予
定
施
設
、

乗
合
旅
客
自
動
車
停
留
施
設
、
着

工
年
度
、
工
事
費
用
の
概
算
額
、

施
工
主
体
を
決
定

)

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
は
、
総

理
大
臣
(会
長
)、
関
係
各
大
臣
(十
人
)、
衆
議
院

議
員
(八
人
)、
参
議
院
議
員
(五
人
)、
学
識
経
験

者

(八
入
)
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

口

施
行
命
令
か
ら
供
用
開
始
ま
で

次
に
、
整
備
計
画
が
決
定
す
る
と
、
建
設
大
臣

か
ら
日
本
道
路
公
団
に
施
行
命
令
が
出
さ
れ
、
公

団
は
次
の
よ
う
な
手
順
で
完
成
ま
で
の
作
業
を
進

め
て
い
る
。

　
　

ユ

鷹
匿
ゆ
冷

↑

　
　
ト

　
　

　

ヨ
　

へ

実
施
計
画

一

↑

ヘ

ビ　　

　　
　
　

一路

線

発

表

一

↑

一

講難
一

1

1
L

↑

経

済
、
地
形
、
地
質
、
関
連

公
共

事
業

、
用
地
な
ど

を
再
調
査

し
、

工
事
実
施
計
画
書

を
作
成

し
て
建

設
大
臣

の
認
可

を
受

け
る
。

路
線
図
を
地
元
市

町
村

に
発
表
す

る

。

地
元
関
係
者

の
了
解

を
得

て
、
現

地

で
土
質
調
査

(
ボ

ー
リ

ソ
グ
)

及
び
道
路

の
中

心
線

に
杭
を
設
置

し
、
縦
横

断
方
向

の
地
形
を
確
認

し
、
実
測

図
を
作
成
す
る
。

な

お
、

こ
の
間
必
要

に
応

じ
て

土
取
場

の
踏
査
、
ボ

ー
リ

ン
グ
調

査

、
測
量
等
も
併
行

し
て
実

施
さ

れ

る
。
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じ

　

護
計
協
議

一

1

1

1

-

L

↑

コ
　
ミ
　

　
　　
　

幅

杭

設

践

　　　

へ

↑
iエ1鵬←

臨 ←懸

写一2名 神高速道路(関 ケ原付近)

道路造園の代表的中央分離帯の植栽型式(カ イズカイ
ブキ)

実
測
図
に
も
と
つ
い
て
概
略
の
設

計
図
を
作
成
し
、
交
差
す
る
道
路

や
、
水
路
の
構
造
、
流
沫
処
理
、

付
け
替
え
道
路
、
側
道
な
ど
に
つ

い
て
地
元
関
係
者
と
協
議
し
な
が

ら
実
施
設
計
図
面
を
作
成
す
る
。

協
議
が
終
る
と
用
地
境
に
杭
を
打

ち
、
用
地
測
量
を
行
う
。

成
立
す

る
と
契
約

、調
印

を
行
う

。

土
工
事
か
ら
施
設
工
事

(
造
園
工

事
を
含
む
)
ま
で
実
施
す
る
。

完

成

供
用
開
始
と
な

る
。

□

口

四
、

道
路
造
園
の
目
的
と
機
能

道
路

造
園

は
、
道
路

を
緑
化
す

る
こ
と
に
よ

っ

て
道
路
交
通

の
安
全
と
快
適
性

を
高

め
る
と

い
う

道
路
交
通

本
来

の
機
能

と
、
自
動
車
交
通

に
伴

う

沿
道
地
域

へ
の
諸
影

響
を
緩
和
し
、
自
然
環
境

の

保
全
、
生
活

環
境

の
改
善
、
そ
し

て
道
路

と
景

観

と
の
調
和

を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

こ
の
道

路
造
園
が

一
般

の
造
園
と
異
な

る
点

は

走

行
す
る
自
動
車
が
主
体

に
な

る

こ
と
で
、
速
度

が
大
き
く
な

れ
ば

な

る
ほ
ど

ス
ヶ
ー

ル
の
大
き

い
景

観
要
素

が
重
要

視
さ
れ
る
た

め
、

イ

ソ
タ
ー

チ

ェ
ン
ジ
や
路
傍
植
栽

の
植
栽
型

式
は
単
木
的
な
植
栽

よ

り
も
集

団
的
な
植
栽
型

式
を
基
調

と
し
、
全
体
を
大
掴

み
に
表
現
す

る
よ
う
に
し

て
い
る
。

し

か
し
、
道

路

に
附
帯
す

る
休

憩
施
設
や
管
理
施
設

の
周
辺

で
は

歩
行
者
が
主
体
で
あ

る
か
ら
人

を

対
象
と
し
た
造
園
と

し
て
、

日
本

庭
園

の
手
法
な
ど
を

と
り
入
れ
た

き

め
細

か
な
、
植
栽
も
行

っ
て

い

る
。こ

の
よ
う
な
道
路
造
園

に
お
け

る
植

栽

の
機
能

を
大
別
す

る
と
、
安
全
運
転
機
能

景

観
造
成

機
能
、
環
境
保
全

機
能

の
三

つ
に
分
類

す

る

こ
と
が

で
き

る
。

こ
の
…機
能

は
、

さ
ら
に
多

く

の
小
さ
な
…機
能

へ

と
分
化
し
て

い
る
が
、
個

々
の
植
栽

は
複
数

の
機

能

を
有

し
て

い
る
の
が

一
般
的

で
あ

る
た
め
、
植

栽

の
機
能

が
単
能
的

に
な

っ
た
り
、
個

々
の
植
栽

が
孤
立
的

に
な
ら
な

い
よ
う

に
全
体
的
な
調

和
を

図

る
よ
う

に
配

慮
さ
れ
て

い
る
。

で
は
、
道
路

造
園

の
目
的
と
す

る
植
栽

の
機
能

を
分
類
す

る
と
次

の
と
お
り

で
あ

る
。

e

安

全
運
転
機
能

(
走
行

心
理
ま
た

は
休
息
等

の
交
通

工
学
的

要
求

に
応

え

る
も

の
)

a

誘
導
機
能

ω㈲

視
線
誘
導
植
栽

曲
線
部
外
側
に
列
植
す
る
。
前
方
の
道

路
の
線
形
を
予
知
さ
せ
る
。

線
形
予
告
植
栽

視
線
誘
導
と
同
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ

り
先
の
見
え
な
い
部
分
の
線
形
を
樹
木

に
よ
っ
て
予
告
す
る
。

b

事
故
防
止
…機
能

明
暗
順
応
植
栽

ω

ト

ン
ネ

ル
の
出

入

口
に
高
木
を
植
栽
す

る
。
ト

ソ
ネ

ル
の
内
部
と
外
部

の
明
暗

の
変
化

を
緩
和
す
る
。

遮
光
植
栽

㈲
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対
向
車
及
び
側
道
か
ら
の
眩
光
を
遮
断

す
る
。
中
央
分
離
帯
の
植
栽
に
代
表
さ

れ
る
。

09

立
入
防
止
植
栽

フ
ェ
ン
ス
、
垣
根
等
と
併
用
し
て
本
線

へ
の
立
入
を
防
止
す
る
。

ω

緩
衝
植
栽

(
ク
ッ
シ
ョ
ン
植
栽
)

中
木
や
灌
木
類
を
用
い
て
、
車
線
か
ら

飛
び
出
し
た
車
の
衝
撃
緩
和
を
図
る
。

c

休
憩
助
成
機
能

ω

緑
陰
植
栽

サ
ー
ピ
ス
エ
リ
ア
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
等
に
お
い
て
人
や
車
を
日
射
し
か
ら

保
護
す
る
。

㈲

休
憩
植
栽

休
憩
施
設
内
の
園
地
で
、
樹
林
や
芝
生

等
を
利
用
し
て
快
適
に
休
息
さ
せ
る
。

⇔

景
観
造
成
機
能

(修
景
等
の
景
観
創
造
を
目
的
と
す
る
も
の
)

a

景
観
調
整
機
能

ω

遮
蔽
植
栽

運
転
に
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
与
え
た

り
、
不
快
感
を
与
え
る
構
造
物
等
を
か

く
す
た
め
の
植
栽
で
あ
る
。

㈲

景
観
調
和
植
栽

道
路
及
び
附
帯
施
設
を
、
そ
の
周
辺
の

景
観
又
は
植
生
と
調
和
さ
せ
る
。
既
存

林
の
保
存
等
に
も
よ
る
。

b

景
観
演
出
機
能

ω

強

調
植
栽

(
ア
ク

セ
ン
ト
植
栽

)

単
調
な

地
形

や
景
観

の
単
調
さ

か
ら
く

る
眠
け

や
疲

労

の
防
止

の
た
め

に
、
植

栽
に

よ
り

ア
ク

セ
ン
ト
を

つ
け

る
。

㈲

眺
望
植
栽

美

し

い
沿
道
景
観

や
遠
方

の
す
ぐ

れ
た

景

観
を
、
よ
り
よ
く
眺
望

さ
せ
る
。

的

指

標
植
栽

(
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
植
栽

)

ラ

ン
ド

マ
ー
ク
を
形
成
し
、
ド

ラ
イ
バ

ー
に
そ

の
位
置

を
明
確
に
示
す
。
一

⇔

環
境
保
全
機

能

(
防

音
、
浸
食
防
止
等
環
境
保

全
を
目
的

と

す
る
)

a

災
害
防

止
機
能

ω

防

災
植
栽

路
側

の
植
栽

に
よ

っ
て
防
風
、
防

雪
、

防
霧

、
飛
砂
防
止
、
防
火
等

の
効
果

を

得

よ
う
と
す
る
。

㈲

の
り
面
保
護

植
栽

の
り
面

の
浸
食

、
崩

壊
を
防
止
す

る
と

と
も
に
、
美
観

の
向

上
、
環
境

保
全
、

自

然
回
復
を
早

め
る
た
め
に
も
役
立

っ

て

い
る
。

b

環
境
調

和
植
栽

道
路

敷
内
ま
た

は
隣
接
地

に
保
存

さ
れ

た
植

生
を
保

護
す

る
た

め
の
ソ
デ

、

マ

ソ
ト
植
栽

で
あ
る
。

㈲

生
活
環
境
調

和
植
栽

自
動
車
交
通

に
よ
る
影

響
か
ら
、
沿
道

環
境

を
保

護
し
、
周
辺

住
民

の
生
活
環

境
を

守
る
た
め

の
植
栽

で
あ

る
。

こ
の
環
境
調
和
機
能

の
た

め
の
植
栽

は
、
環
境

基
準

ま
た

は
植
栽
…機
能

が
要

求
さ
れ
る
時

期
に
よ

っ
て
、
完
成
型

、
半
完
成
型
、
将

来
完
成
型

の
順

で
植
栽

を
行

っ
て
い
る
。

口

口

五
、
北

海
道
に
お
け
る
高
速
道
路

の
造
園

e

道
央

道

(
苫
小
牧

東
i
千
歳
)
間

の
植

栽

こ
の
区
間

は
、
支
笏

、
恵

庭
、
「
樽
前

の
火
山
噴

出
物

に
よ

っ
て
形
成

さ
れ
た
樽
前
山

の
東
側

の
台

地
部
を
浅

い
切
盛
土

に
よ

っ
て
南
北
方
向

に
通
過

し

て
い
る
路
線

で
、
そ

の
特

色
は
中
央
分
離
帯

の

幅
が

一
二

m
あ
り
、

さ
ら

に
二
〇

m
の
環
境

帯
が

全
区
間

に
設
け
ら
れ

て
い
て
、
そ

の
中
に
既
存
林

を

残
し
て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

苫

小
牧

東
イ

ソ
タ
ー
チ

ェ
ソ
ジ
の
植
栽

は
、
イ

ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
台
地
部
を
切
土

に
よ

っ
て
造

成

し
て
い
る
た
め
、

ル
ー
プ
内

に
は
パ

ン
ク

ス
松

カ

ラ

マ
ッ
の
既
存
林
を

残
し

て
い
る
が
、
切
土

の

り
面

に
よ
る
閉
鎖
的
景

観
と
な

っ
て

い
る

の
で
、

苫

小
牧

市

の
市
木

で
あ

る
ナ
ナ
ヵ

マ
ド
を
主
体

と

し

て
植
栽
し
、
苫
小
牧
市

の
玄
関

で
あ

る

こ
と
を

表
現

し
て

い
る
。

美

沢
パ

ー
キ

ン
グ

エ
リ
ア
の
植
栽

は
、
周
辺
を

樹
林

で
囲
ま
れ
た
、
遠
景
が
眺

め
ら
れ
な

い
パ

1
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キ

ン
グ

エ
リ

ア
で
あ
る

た
め
に
園
地
内

の
既
存
林

の
活

用
を

は
か
り
、

サ
ク
ラ
、
カ

エ
デ
類
、

ツ

ツ

ジ
類

を
補
植
し
、
本
線
と

の
ア
イ
ラ

ソ
ド

に
は
常

緑
針
葉
樹

に
よ
る
ラ

ン
ド

マ
ー
ク
植

栽
を
行

っ
て

い
る
。

ま

た
、
便
所

の
前

の
防
風
壁
を

モ

ニ
ュ
メ

ン
ト

と
し

て
、
夜
明
け
太
陽

を
表
現
し
、
裏
側

は
漫
画

的
に

シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
装

を

P
R
さ

せ
、
植
栽

と

の
調
和
を

は
か

っ
て
い
る
。

中

央
分
離
帯

の
植
栽

は
、
他

に
例
を
見
な

い

一

二

m
の
幅
を
有

効

に
活
用
す

る
た
め
、
わ
ず

か
に

残

さ
れ
た
既
存
林

と
同
様
な
林
を
将

来
復
元
す
る

た
め
に
、
高

木
部
、
中
木
部
、
苗
木

部
と

ア
ク

セ

ン
ト
を

つ
け
な

が
ら
植
栽
を
行

っ
て

い
る
。

ま

た
、
切

土
が
堤
の
よ
う
に
残

っ
て

い
る
と

こ

ろ

は

エ
ゾ

ス
カ

シ

ユ
リ

の
群
落
植
栽
を
行

い
、
皿

の
よ
う

に
凹
ん
だ
と

こ
ろ
に

は
貝
殻
状

の
土
饅
頭

を
作
り
、

反
対
車
線

へ
の
飛
出
し
防

止
と

ク
ッ
シ

ョ
ン
の
役
割
を

図
る
た
め

の
植
栽
が
行

わ
れ
た
。

路
傍
植
栽

は
環
境

帯
に
既
存
林
を
残

し
て

い
る

の
で
、
部
分
的

に
修
復

の
た

め
の
補
植

と
、
切
土

の
り
面

の
修
景

の
た
め
に
、
草
花
を
植
栽

し
て

い

る
。O

道
央

道

(
北
広
島
-

札
幌
南
)
間

の
植

栽

こ
の
区
間

は
丘
陵
谷

部
を
南

北

に
通
過
す

る
路

線

で
あ

る
た
め
に
、
雑
木
林

の
傾
斜
地

に
囲

ま
れ

た
閉
鎖
的
な
景
観

を
構

成
し
て

い
る
。

札
幌
南

イ

ソ
タ
ー

チ

ェ
ン
ジ

は
、
周
辺
部
が

一

種
住
宅
専

用
地

域
な

の
で
将
来

の
宅
地
化

を
考
慮

し
、
料

金
所
周
辺
を
将

来
、
樹

林

で
取
囲
む

よ
う

な
環
境

調
和
植
栽
を
行

い
、

ハ
ル

ニ
レ
を
主
体
と

し
た
ラ

ン
ド

マ
ー
ク
植
栽

を
行

っ
て

い
る
。

中
央

分
離

帯

の
植
栽

は
、
中
央
分

離
帯

の
幅
が

標
準

の
三

m
で
あ
る
た

め
、
今
後
、
北
海
道

の
中

央
分
離
帯

の
あ
り
方
を
検
討
す

る
こ

と

を

目

的

に
、
高
さ
、
密
度
、
植

樹
間
隔
、
樹
種

の
組
合

せ

な

ど
、
…数
種
類

の
タ
イ
ブ

に
よ
る

モ
デ

ル
施

工
を

実

施
し

て
い
る
。

路

傍
植
栽

は
、
将
来
開
発

が
進

め
ら
れ
る
予
定

区
域

の
の
り
面

に
、
苗
木
を
植
樹

し
て
、
開
発
時

に
環
境
林

が
形
成
さ
れ
る
よ
う
な
将
来
完
成
型

植

栽

を
行

っ
て

い
る
。

□

□

六
、

お

わ

り

に

最
後

に
、
北

海
道

に
お
け
る
高
速
道
路

の
造

園

に

つ
い
て
主
な
問
題
点

を
あ
げ

て
み
る
と
、

e

北
海
道

の
高
速
道

路

の
造
園
を
設
計

で
き

る

コ
ン
サ
ル
タ
ソ
ト
が
少
な

い
こ
と
。

口

冬
季

に
お

い
て
、
気

温
が
低

い
た

め
に
寒

風
害

、
凍

裂
、
そ
し
て
春
秋

に
霜
害
な

ど
の

,
損
傷
を

う
け
易

い
こ
と
。

⇔

冬
季

の
積
雪

が
多

く
、
ま
た
堆
雪
期
間

が

長

い
の
で
、
雪
害

と
動
物

に
よ
る
食
害
を
受

け
易

い
。

㈲

植
栽

で
き

る
期
間

が
短

い
こ
と
。

㈲

植
栽

で
き

る
植
物
材
料
が
少
な

く
単
価
が

高

い
こ
と
と
、
特

に
常
縁

樹

の
種
類
が
少
な

い

こ
と
。

㈹

植
栽

す
る

こ
と

に
よ

っ
て
吹

だ
ま
り
が
で

き
た
り
、
除

雪
作

業

の
障
害

と
な

り
、
ま
た

除
雪
作
業

に
よ
り
樹
木
が
損
傷
を
う

け
る

こ

と
。

㈹

植
栽
基
盤
が
瘡
悪

の
た
め
地
盤
改
良
が
多

く

、

の
り
面
な

ど
の
裸

地
は
補
助
工
を
行
わ

な

い
と
植
物

に
よ
る
緑
化

は
困
難

な

こ
と
。

㈹

庭
園

用
樹
は
盗
難
を
う
け
易

い

こ
と
。

な
ど

で
あ

る
が
、

こ
れ
ら

の
問
題
点

に

つ
い
て

は
、
各
種

の
調
査

、
研
究

な
ど
を
行

っ
て
い
る
の

で
、

そ
れ
は
順
次
解
決

さ
れ
、
北

海
道

の
地
域

性

に
適
合
し
た
道
路
造

園

の
技

術
が
確
立
さ
れ

る
も

の
と
考

え
る
が
、
北
海
道

に
お
け
る
道

路
造
園

の

基

本
理
念

は
、
豊

か
な
森
林

を
も

つ
広

大
な
自
然

景
観

に
、
高
速
道

路
が
調
和
す

る
よ
う
な

ス
ケ
ー

ル
の
大
き

い
も

の
が
望
ま
し
く
、
ま

た
、
管

理
段

階

に
入
る
と
十
分
な
植
栽

の
維
持
管

理
作

業
が

で

き

な
い
の
で
、
管
理

に
手
間
が

か
か
ら
な

い
植
物

材
料
を
使

用
し
、
勇
定
、
芝
刈

り
な
ど

の
維
持
作

業
が

、
機
械

で
し
や
す

い
よ
う
な
植
栽
方

法
と
す

る
こ
と
が

必
要

で
あ
る

の
で
、
き

び
し

い
気
象
条

件
と
合

せ
て
、
維

持
管
理

の
容
易

さ
も
大

切
な
条

件

と
し
て
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(
日
太
道
路
公
団
東
京
第

二
管
理
局

鹿
沼
管
理
事
務
所
副
所
長
)
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